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受 付 番 号 第１５号 
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件 名 フラワータウン市民センターを現在地で残し充実を求める請願 

請 願 者 
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三田市〇〇〇〇〇〇〇〇〇  足立 辰雄 
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＜請願の趣旨＞ 

 三田市民病院の済生会兵庫県病院との統合再編の基本計画では、返済利息を含め６

６１億円もの整備費が必要であるとしています。 

 同時に三田市財政当局は財政見通しで、今後１０年間に９３億円もの収支不足が生

じるとし、歳入強化と歳出見直しが必要になるとしています。歳出見直しとはあらゆ

る面での市民サービス見直しを意味します。 

 そこで、５月２２日三田市長発表によると、フローラ８８の後継施設に市民センタ

ー入居が決まったと発表しました。 

 しかし移転先にはホールを設けない方針と決めたと報じていますが、それはとんで

もない間違いで、フラワーイオンが客数の減少に伴う、売上金の減少、建物の老朽化

等々の問題はあるものの、そこにわざわざ市民センターを複合施設として設置する理

由があるのか、公民協力はすなわち、イオンの売り上げに協力することです。 

 フラワー市民センターは、神鉄フラワータウン駅前でフラワータウンの玄関であり

フラワーの顔です。その市民センターは現在地に残し、ホールを充実させることを求

めます。 

 

＜請願事項＞ 

フラワータウン市民センターは現在地に残し、充実させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紹 介 議 員 水元 サユミ 

付託委員会 生活地域常任委員会 

 


